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株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

耐震補強橋梁一般図
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菩提橋(上り線) P1橋脚耐震補強構造図 S=1:150

図  示
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水戸管理事務所
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注）1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等による調査を実施し、確認すること。

    3.補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。

使用材料

鉄　筋
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工　　種 仕様
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菩提橋(上り線) P2橋脚耐震補強構造図 S=1:150
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注）1.施工前に既設形状寸法を確認すること。

    2.アンカー定着鉄筋の削孔にあたっては、既設構造物の鉄筋を切断しないように

    　現在の配筋状態を事前に鉄筋探査等による調査を実施し、確認すること。

    3.補強部分(既設面)は、ＷＪによる表面処理を行うこと。
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菩提橋(上り線) P1橋脚耐震補強配筋図(その1)
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・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は30N/mm2とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・使用鉄筋はSD345とする。

・図面は竣工図に基づき作成されたものである。

・新旧コンクリート境界面は、WJによる表面処理を行う事。

注記

・組立用アンカーは1本程度/m2設置すること。

　既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて施工内容を精査すること。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事
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kg

組立て鉄筋(左柱) D13 250 125 0.995 31

D13 250 126

合計 62

0.249

組立て鉄筋(右柱) 0.995 310.249

kgD13(SD345) 62

コンクリートアンカー 本M12 125 + 126 =  251

※ 組立てアンカー本数

   右柱:125.5 m2 × 1本/m2 = 126本

   左柱:124.6 m2 × 1本/m2 = 125本
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R

主　　　　　　　　筋

θ=90° θ=135°

D13 39 61 17 71.5 56 3

R a L R a L

D16 48 75 21 88 69 4

D19 57 89 25 104.5 82 5

D22 66 104 28 121 95 5

鉄筋加工寸法表

θ

φ

L

a 12φL

※　上記に当てはまらない角度は各々の
    角度で減長計算している。

種 別 径 長　さ 本 数 質量 摘　要単位質量 1本当り質量

(橋脚1基当り)組立てアンカー参考数量

(kg)(kg/m) (kg/本)(mm) (本)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P1橋脚耐震補強配筋図(その2)

菩提橋(上り線)

1
0-
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2x
10
00
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C 1-
1
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00
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C
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1918

1000

2
11
8

200

200

フレア溶接

フレア溶接

200-D16x5000C 6

菩提橋(上り線) P1橋脚耐震補強配筋図(その2) S=1:125

2874 kg

3104 kg

5978 kg

(橋脚1基当り)

記 号 径 長    さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質    量 摘    要

鉄筋表

(mm) (本) (kg/m) (kg/本) (kg)

左柱

右柱

(10)

(10)

(6)

(6)

<198>

(10)

(6)

<200>

D22

D16

合 計

左柱 右柱 合計 フレア溶接箇所数

<398>

<398>

ガス圧接箇所数

(64)

(64)

(10)

(6)

注：()内はガス圧接箇所数、<>内はフレア溶接箇所数を示す。

C1-1

C1-2

C1-3

C1-4

C2-1

C2-2

C2-3

C2-4

C3

D22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D16

10000

4740

11000

3740

10000

4740

11000

3740

5000

10

10

10

10

6

6

6

6

198

3.04

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1.56

30.4

14.4

33.4

11.4

30.4

14.4

33.4

11.4

7.80

304

144

334

114

182

86

200

68

1544

2976 kg

1432 kg

1544 kg

2976 kg

C4-1

C4-2

C4-3

C4-4

C5-1

C5-2

C5-3

C5-4

C6

D22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D16

10000

4850

11000

3850

10000

4840

11000

3840

5000

10

10

10

10

6

6

6

6

200

3.04

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1.56

30.4

14.7

33.4

11.7

30.4

14.7

33.4

11.7

7.80

304

147

334

117

182

88

200

70

1560

3002 kg

1442 kg

1560 kg

3002 kg

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は30N/mm2とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・使用鉄筋はSD345とする。

・図面は竣工図に基づき作成されたものである。

・新旧コンクリート境界面は、WJによる表面処理を行う事。

注記

・組立用アンカーは1本程度/m2設置すること。

　既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて施工内容を精査すること。
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菩提橋(上り線) P2橋脚耐震補強配筋図(その1)

柱 基 部

140

主鉄筋 D22@300

巻立てコンクリート

83

250

帯鉄筋 D16@150

コンクリート表面処理工

柱
フ
ー
チ
ン
グ

鉄筋かぶり詳細図 S=1:25

フレア溶接詳細図

20以上20以上 L
(フレアーV型溶接長)

S
(溶接ビート厚)

a
(
溶
接
ノ
ド
厚
)

D

9.5

190

4.43.2のど厚

溶接長設計値 160

鉄筋径

溶接サイズ

16

8.0

5.85.6

250220

252219

12.511.0

a(〃)

L(〃)

D(mm)

S(〃)

15

4

S=1:125

110

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P2橋脚耐震補強配筋図(その1)

菩提橋(上り線)

組立てアンカー参考図

表面処理工
柱主鉄筋 D22

1
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5
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組立て鉄筋 D13
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は30N/mm2とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・使用鉄筋はSD345とする。

・図面は竣工図に基づき作成されたものである。

・新旧コンクリート境界面は、WJによる表面処理を行う事。

注記

・組立用アンカーは1本程度/m2設置すること。

　既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて施工内容を精査すること。
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kg

組立て鉄筋(左柱) D13 250 133 0.995 33

D13 250 134

合計 66

0.249

組立て鉄筋(右柱) 0.995 330.249

kgD13(SD345) 66

コンクリートアンカー 本M12 133 + 134 =  267

※ 組立てアンカー本数

   右柱:133.9 m2 × 1本/m2 = 134本

   左柱:133.0 m2 × 1本/m2 = 133本
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R

主　　　　　　　　筋

θ=90° θ=135°

D13 39 61 17 71.5 56 3

R a L R a L

D16 48 75 21 88 69 4

D19 57 89 25 104.5 82 5

D22 66 104 28 121 95 5

鉄筋加工寸法表

θ

φ

L

a 12φL

※　上記に当てはまらない角度は各々の
    角度で減長計算している。

種 別 径 長　さ 本 数 質量 摘　要単位質量 1本当り質量

(橋脚1基当り)組立てアンカー参考数量

(kg)(kg/m) (kg/本)(mm) (本)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

P2橋脚耐震補強配筋図(その2)

菩提橋(上り線)

1
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注：()内はガス圧接箇所数、<>内はフレア溶接箇所数を示す。

1918

1000

2
11
8

200

200

フレア溶接

フレア溶接

214-D16x5000C 6

菩提橋(上り線) P2橋脚耐震補強配筋図(その2) S=1:125

3068 kg

3323 kg

6391 kg

(橋脚1基当り)

記 号 径 長    さ 本 数 単位質量 1本当り質量 質    量 摘    要

鉄筋表

(mm) (本) (kg/m) (kg/本) (kg)

左柱

右柱

(10)

(10)

(6)

(6)

<212>

(10)

(6)

<214>

(10)

(6)

フレア溶接箇所数

<426>

D22

D16

合 計 <426>

左柱 右柱 合計 ガス圧接箇所数

(64)

(64)

C4-1

C4-2

C4-3

C4-4

C5-1

C5-2

C5-3

C5-4

C6

D22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D16

10000

5850

11000

4850

10000

5840

11000

4840

5000

10

10

10

10

6

6

6

6

214

3.04

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1.56

30.4

17.8

33.4

14.7

30.4

17.8

33.4

14.7

7.80

304

178

334

147

182

107

200

88

1669

3209 kg

1540 kg

1669 kg

3209 kg

C1-1

C1-2

C1-3

C1-4

C2-1

C2-2

C2-3

C2-4

C3

D22

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

D16

10000

5740

11000

4740

10000

5740

11000

4740

5000

10

10

10

10

6

6

6

6

212

3.04

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1.56

30.4

17.4

33.4

14.4

30.4

17.4

33.4

14.4

7.80

304

174

334

144

182

104

200

86

1654

3182 kg

1528 kg

1654 kg

3182 kg

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

・巻立て部のコンクリートの設計基準強度は30N/mm2とする。

・コンクリートの打設時は、既設コンクリート面を湿潤状態にする事。

・使用鉄筋はSD345とする。

・図面は竣工図に基づき作成されたものである。

・新旧コンクリート境界面は、WJによる表面処理を行う事。

注記

・組立用アンカーは1本程度/m2設置すること。

　既設構造物の形状を現地計測の上、必要に応じて施工内容を精査すること。
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その1)

菩提橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その1) S=1:75

2050 8700 1650

12400

1080 6x1090=6540 1080

279 2975 2180 2990 276

2050 8700 1650

279 2975 2180 2990 276

12400

30
3
50

6
20
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00
0

5
00
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9

1890

1890 2975 2180 2990 1915

11950
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11950

1690 400 2575 400 1780 400 2590 400 1715

A
1

S
1

3
53

5
05

3
53

5
13

3
53

5
13

3
53

5
05

正面図
A - A

平面図

A A

落橋防止構造(TYPE-A)

鋼製ブラケット

上部工付ブラケット

TYPE-A

上部工付ブラケット

TYPE-A

上部工付ブラケット

TYPE-B
上部工付ブラケット

TYPE-B

1000

30 350 620

3069

1000
5
212 2237 420

380 620

5
49

2
78
30

A1

S1

500

側面図(A,D)

落橋防止構造

C1-638

上部工付ブラケット

TYPE-A

鋼製ブラケット

1000

30 350 620

3069

1000
5
212 2237 420

380 620

5
49

2
86
30

A1

S1

500

側面図(B,C)

上部工付ブラケット

TYPE-B

鋼製ブラケット

420

420

1.50%

1.50%

11°40'13"

菩提橋(上り線)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

(移動可能量)

(移動可能量)

(移動可能量)

(移動可能量)

落橋防止構造C1-638

11°40'13"

設計水平力

設計移動量 420㎜

TYPE-A,D

TYPE-B,C

638kN

落橋防止構造

C-638

落橋防止構造(TYPE-B) 落橋防止構造(TYPE-C) 落橋防止構造(TYPE-D)

鋼製ブラケット 鋼製ブラケット 鋼製ブラケット

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その2)

菩提橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その2)

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。

6. 部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

80 4x250=1000 80

1160

30
4
16

25
3
91

2
53

1
38

20 1120 20

560 560

149 22 778 22 149

1
00

80 4x250=1000 80

1160

80
3
00

80

4
60

2
30

2
30

φ32孔

A - A

30

3
4.
6

2
5.
4

460

80 300 80

4
16

25
3
91

2
53

1
38

22 25 22

69

8

460

25
1
20

20017.5

180 20

1
00

20

F.P

9

A A

B

B

C

C

1基当たり(共2基)

1-Base PL 460x25x1160(SM490YB)

1-Top  PL 391x25x1120(SM490YB)

2-Ring PL 256x22x256(SM490YB)

4-Rib  PL 120x22x200(SM490YB)

B - B C - C

F.P

TYPE-A

80 4x250=1000 80

1160

30
4
24

32
3
92

2
54

1
38

20 1120 20

560 560

149 22 778 22 149

1
00

80 4x250=1000 80

1160

65
9
85

80

1
13
0

5
65

5
65

φ32孔
D - D

30

4
1.
3

1
8.
7

1130

80 985 65

4
24

32
3
92

2
54

1
38

22 25 22

69

8

1130

32
1
20

53517.5

515 20

1
00

20

F.P

9

D D

E

E

F

F

1基当たり(共2基)

1-Base PL 1130x32x1160(SM490YB)

1-Top  PL 392x25x1120(SM490YB)

2-Ring PL 256x22x256(SM490YB)

4-Rib  PL 120x22x535(SM490YB)

E - E F - F

F.P

TYPE-B

無収縮モルタル

無収縮モルタル

1
04

50
1
03

50

7.「F.P」の表示のあるものは、完全溶込み溶接とすること。

φ
25
6

φ
64

R3
0

R138

φ
25
6

φ
64

R3
0

R138

R5
0

R5
0

S=1:25

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

菩提橋(上り線)

無収縮モルタル

無収縮モルタル

落橋防止構造C1-638上部工付ブラケット

8. 上部工付ブラケット設置箇所はチッピングを行うこと。

アンカーボルト詳細図 S=1:10

TYPE-A

無収縮モルタル

(エポキシ樹脂系)

削
孔
長
 
44
5

82

10
定
着
長
 
43
5

25
57

5
16

22
15

D29

φ39

1
15

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
55
0

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

33

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

5-Anc Bolt D29x550(SD345)

10-Nut  M27(1種)(SS400)

10-Nut  M27(3種)(SS400)

10-座金 M27(SS400)

1基当たり(共2基)

5-Anc Bolt D29x545(SD345)

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

83

10
定
着
長
 
43
5

25
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
10

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
54
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

27

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

TYPE-B

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

90

10
定
着
長
 
43
5

32
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
30

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
56
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 40

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

5-Anc Bolt D29x565(SD345)

10-Nut  M27(1種)(SS400)

10-Nut  M27(3種)(SS400)

10-座金 M27(SS400)

1基当たり(共2基)

5-Anc Bolt D29x545(SD345)

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

90

10
定
着
長
 
43
5

32
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
10

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
54
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

20

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

M27ネジ切り加工

ネジ切り長115

M27ネジ切り加工

ネジ切り長110

接着剤注入
(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

M27ネジ切り加工

ネジ切り長130

M27ネジ切り加工

ネジ切り長110

*アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶接亜鉛メッキを施すものとする。

 11/1910 / 18

10 / 18



図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その3)

タイプ

TYPE-A 50

TYPE-B

TYPE-C

TYPE-D

H1

275

H2

275

H3

50

H4

75

L1 L2 L3

100 225 250 75 100

75 250 75

75 280 45

緩衝チェーン(許容荷重825kN)(参考図)

1
25

5 350

32 318

180 138

50

H1
H2

H3
H4

6
50

20
6
10

20

3
05

3
05

1
29

22
3
08

22
1
29

F.P

B B

C C

4
00

L3
L2

L1

32 318

3505

180 138

8

22
25

22

4
00

15032

13020

20
1
50

1
70

1
7.
5

F.P

9

B - B

C - C

L1 L2 L3

H1
H2

H3
H4

6
50

400

200200

φ32孔

A

A

鋼製ブラケット

A - A

1基当たり(共4基)

1-Base PL 400x32x650(SM490B)

1-Top  PL 318x25x610(SM490A)

2-Ring PL 256x22x256(SM490A)

4-Rib  PL 150x22x170(SM490A)

90 200 250 110

75 250 250 75

250 50

250 75

樹脂パテ

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。

6. 部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

7.「F.P」の表示のあるものは、完全溶込み溶接とすること。

R50

φ256

φ
64

R138

ゴム

緩衝チェーン

D - D

調整シャックル 緩衝チェーン 強力シャックル 強力チェーン 調整シャックル

845 264

D

D

φ60

138 904 138

1180264 200 909

2553

φ60 φ60

シャックルスペーサー

（地震時許容伸び量＝160mm）

1644 909

2553

（地震時許容伸び量＝160mm）

42

材 料 表(落橋防止構造1箇所当たり)

名  称

緩衝チェーン  許容荷重：825kN

規  格

組

単 位 数 量 摘  要

1 3リングワイド

菩提橋(上り線) A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その3) S=1:25

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

菩提橋(上り線)

落橋防止構造C1-638

樹脂パテ

1
90

67

TYPE-A～D

5

シール材（ブラケット全周）

⊿ 20x20

8. 鋼製ブラケット周囲にはシール材（t=20mm）によりシーリングを行うこと。
9. 鋼製ブラケットとコンクリートの接触面は、チッピング
   による表面処理を行うこと。

アンカーボルト詳細図 S=1:10

削孔長 445 5 90

10 定着長 435 32 58

5 16

22

16

D
29

φ
39

95アンカーボルト長 530

M
27

ネジ切り長 

樹脂パテ t=5mm

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

6-Anc Bolt D29x530(SD345)

6-Nut  M27(1種)(SS400)

6-Nut  M27(3種)(SS400)

6-座金 M27(SS400)

1基当たり(共4基)

削
孔
径

ア
ン
カ
ー
径

*アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶接亜鉛メッキを施すものとする。

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

M27ネジ切り加工

ネジ切り長95
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

1000
5

2122236420

380620

5
51

2
78

30

上部工付ブラケット

TYPE-A

鋼製ブラケット

30350620

1000 500

3078

A2

S2

3
07
8

6
20

3
50

30

1
00
0

5
00

1920 2970 2180 2990 1890

11950

1920 2970 2180 2990 1890

11950

1720 400 2570 400 1780 400 2590 400 1690

1650 8700 2050

283 2970 2180 2990 278

12400

1650 8700 2050

1080 6x1090=6540 1080

12400

283 2970 2180 2990 277

2
57

6
01

2
57

6
09

2
57

6
09

2
57

6
01

上部工付ブラケット

TYPE-A
上部工付ブラケット

TYPE-A

上部工付ブラケット

TYPE-B

上部工付ブラケット

TYPE-B

正面図
A - A

平面図

A A

A
2

S
2

側面図(A,D)

1000
5

2122236420

380620

5
51

2
86

30

上部工付ブラケット

TYPE-B

30350620

1000 500

3078

A2

S2

側面図(B,C)

420

420

1.50%

1.50%

11°43'24"

菩提橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その1) S=1:75

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その1)

菩提橋(上り線)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

鋼製ブラケット

(移動可能量)

(移動可能量)

(移動可能量)

(移動可能量)

落橋防止構造C1-638

11°43'24"

設計水平力

設計移動量 420㎜

TYPE-A,D

TYPE-B,C

638kN

落橋防止構造(TYPE-A)

鋼製ブラケット

落橋防止構造(TYPE-B) 落橋防止構造(TYPE-C) 落橋防止構造(TYPE-D)

鋼製ブラケット 鋼製ブラケット 鋼製ブラケット

落橋防止構造

C-638

落橋防止構造

C-638

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。

6. 部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

7.「F.P」の表示のあるものは、完全溶込み溶接とすること。

80 4x250=1000 80

1160

30
4
16

25
3
91

2
53

1
38

20 1120 20

560 560

149 22 778 22 149

1
00

80 4x250=1000 80

1160

80
3
00

80

4
60

2
30

2
30

φ32孔

A - A

30

3
4.
6

2
5.
4

460

80 300 80

4
16

25
3
91

2
53

1
38

22 25 22

69

8

460

25
1
20

20017.5

180 20

1
00

20

F.P

9

A A

B

B

C

C

1基当たり(共2基)

1-Base PL 460x25x1160(SM490YB)

1-Top  PL 391x25x1120(SM490YB)

2-Ring PL 256x22x256(SM490YB)

4-Rib  PL 120x22x200(SM490YB)

B - B C - C

F.P

TYPE-A

80 4x250=1000 80

1160

30
4
24

32
3
92

2
54

1
38

20 1120 20

560 560

149 22 778 22 149

1
00

80 4x250=1000 80

1160

65
9
85

80

1
13
0

5
65

5
65

φ32孔
D - D

30

4
1.
3

1
8.
7

1130

80 985 65

4
24

32
3
92

2
54

1
38

22 25 22

69

8

1130

32
1
20

53517.5

515 20

1
00

20

F.P

9

D D

E

E

F

F

1基当たり(共2基)

1-Base PL 1130x32x1160(SM490YB)

1-Top  PL 392x25x1120(SM490YB)

2-Ring PL 256x22x256(SM490YB)

4-Rib  PL 120x22x535(SM490YB)

E - E F - F

F.P

TYPE-B

1
04

50
1
03

50

φ
25
6

φ
64

R3
0

R138

φ
25
6

φ
64

R3
0

R138

R5
0

R5
0

菩提橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その2) S=1:25

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その2)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

菩提橋(上り線)

無収縮モルタル

無収縮モルタル

落橋防止構造C1-638

無収縮モルタル

無収縮モルタル

上部工付ブラケット

8. 上部工付ブラケット設置箇所はチッピングを行うこと。

アンカーボルト詳細図 S=1:10

TYPE-A

無収縮モルタル

(エポキシ樹脂系)

削
孔
長
 
44
5

82

10
定
着
長
 
43
5

25
57

5
16

22
15

D29

φ39

1
15

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
55
0

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

33

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

5-Anc Bolt D29x550(SD345)

10-Nut  M27(1種)(SS400)

10-Nut  M27(3種)(SS400)

10-座金 M27(SS400)

1基当たり(共2基)

5-Anc Bolt D29x545(SD345)

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

83

10
定
着
長
 
43
5

25
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
10

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
54
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

27

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

TYPE-B

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

90

10
定
着
長
 
43
5

32
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
30

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
56
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 40

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

5-Anc Bolt D29x565(SD345)

10-Nut  M27(1種)(SS400)

10-Nut  M27(3種)(SS400)

10-座金 M27(SS400)

1基当たり(共2基)

5-Anc Bolt D29x545(SD345)

無収縮モルタル

削
孔
長
 
44
5

90

10
定
着
長
 
43
5

32
58

5
16

22
16

D29

φ39

1
10

ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
長
 
54
5

M27

削孔径

アンカー径

ネ
ジ
切
り
長
 

20

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

M27ネジ切り加工

ネジ切り長115

M27ネジ切り加工

ネジ切り長110

接着剤注入
(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

M27ネジ切り加工

ネジ切り長130

M27ネジ切り加工

ネジ切り長110

*アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶接亜鉛メッキを施すものとする。
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図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

タイプ

TYPE-A 100

TYPE-B

TYPE-C

TYPE-D

H1

245

H2

250

H3

55

H4

75

L1 L2 L3

55 260 250 85

5350

32318

180138

50

H1
H2

H3
H4

6
50

20
6
10

20

3
05

3
05

1
29

22
3
08

22
1
29

F.P

BB

CC

4
00

L3
L2

L1

32318

350 5

180138

8

22
25

22
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150 32
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B - B

C - C

L1 L2 L3

H1
H2

H3
H4

6
50

400

200 200

φ32孔

A

A

TYPE-A～D

A - A

1基当たり(共4基)

1-Base PL 400x32x650(SM490B)

1-Top  PL 318x25x610(SM490A)

2-Ring PL 256x22x256(SM490A)

4-Rib  PL 150x22x170(SM490A)

75 250 250 75

75 230 250 95

250 75

75 250 75

75 250 75

85 250 65

樹脂パテ

注 記

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. ブラケットの製作は、現地調査の上最終決定のこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。

3. 既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査等を実施し既設鉄筋の
　 切断に注意すること。また、必要に応じ削孔位置、ブラケットの
　 アンカーボルト位置の調整を行い、構造検討を行う。

6. 部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

   ただし、ボルト・ナット類はHDZT49とする。
   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

7.「F.P」の表示のあるものは、完全溶込み溶接とすること。

φ
25
6

φ
64

R138

1
25

ゴム

緩衝チェーン

D - D

調整シャックル 緩衝チェーン 強力シャックル 強力チェーン 調整シャックル

845 264

1
90

D

D

φ60

138 904 138

1180264 200 909

2553

φ60 φ60

シャックルスペーサー

（地震時許容伸び量＝160mm）

1644 909

2553

（地震時許容伸び量＝160mm）

42

67

材 料 表(落橋防止構造1箇所当たり)

名  称

緩衝チェーン  許容荷重：825kN

規  格

組

単 位 数 量 摘  要

1 3リングワイド

R5
0

菩提橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その3) S=1:25

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その3)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

菩提橋(上り線)

落橋防止構造C1-638

樹脂パテ

緩衝チェーン(許容荷重825kN)(参考図)

鋼製ブラケット

シール材（ブラケット全周）

⊿ 20x20

8. 鋼製ブラケット周囲にはシール材（t=20mm）によりシーリングを行うこと。

9. 鋼製ブラケットとコンクリートの接触面は、チッピング
   による表面処理を行うこと。

アンカーボルト詳細図 S=1:10

削孔長 445 5 90

10 定着長 435 32 58

5 16

22

16

D
29

φ
39

95アンカーボルト長 530

M
27

ネジ切り長 

樹脂パテ t=5mm

3種ナット(M27用)

1種ナット(M27用)

ワッシャー(M27用)

6-Anc Bolt D29x530(SD345)

6-Nut  M27(1種)(SS400)

6-Nut  M27(3種)(SS400)

6-座金 M27(SS400)

1基当たり(共4基)

削
孔
径

ア
ン
カ
ー
径

(エポキシ樹脂系)
接着剤注入

*アンカーボルトは、ネジ切り部のみ溶接亜鉛メッキを施すものとする。

M27ネジ切り加工

ネジ切り長95
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橋長54760STA
 56
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8.0
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2.7

60

M H H

P1 P2
A1

A2

1
50
03
00

1
61
61

2
00

1
79
61

側 面 図

平 面 図

菩提橋(上り線) 施工計画図(参考図) S=1:500

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

菩提橋(上り線)

S
TA
 5
65
+4
0.
00
0

STA
 56

4+7
8.0

00

STA
 56

5+3
2.7

60
S
TA
 5
64
+8
0.
00
0

54760

3803x18000=54000380

枠組み足場

1200

400

250

1800

250

400

1200

▽120.0

25tラフテレーンクレーン

吊能力表

アウトリガ中間張出(3.8 m)  側方

ブーム長

作業半径

単位(t)

19.1 m 23.3 m 27.5 m14.9 m

1.3

1.55

15.0 m

14.0 m

0.95

1.15

1.116.0 m 0.75

ラフテレーンクレーン機種の決定

枠組み足場部材　　0.017t(部材重量)+0.060t(フック重量)=0.077t

作業半径　　R = 15.0 m

ブーム長　23.45 m (アウトリガ中間張出3.6 m) 

枠組み足場

吊り足場
吊り足場

4500 4500

落橋防止構造

▽121.01

▽123.21

施工計画図(参考図)

RC巻立て工

t=250mm

RC巻立て工

t=250mm

落橋防止構造

1200 1800

250

400

1200

日
立
市
道
4667号

線

施工ヤード

S
TA
 5
65

S
TA
 5
65
+2
0.
00
0

1
51
61

M

作業半径　15.0
m

1
24
00

1
24
00

枠組み足場

掘削影響範囲

1.15

1.4

0.95

掘削影響範囲

枠組み足場

25t吊りラフタークレーン

落橋防止構造

落橋防止構造

カーブミラー

構造物掘削埋戻し時に不足土が生じる場合は、掘削箇所近傍の土砂を使用するものとする。

注記
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平 面 図
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8
82

4
96
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2
00
0

1
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2
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菩提橋(上り線) P1橋脚施工要領図(参考図)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

S=1:150

(下部工構造物掘削施工時）

P1橋脚施工要領図(参考図)

菩提橋(上り線)

注記）

1. 本図面は既設設計図書を基に作成しているため、

　 現地にて寸法を確認した上で、施工を行うこと。

2. 現地盤高は現地計測値に基づくものとする。

位 置 図

至東京 至仙台

P1 P2

1
20
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4
00

2000 2400 2950 2400 2000

400 4001650

2900 1650400 400 4001200 2900 1200400
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1
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0

1
48
37

1
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37

1
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37

3

3

2

2
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菩提橋(上り線) P2橋脚施工要領図(参考図)

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

S=1:150

(下部工構造物掘削施工時）

P2橋脚施工要領図(参考図)

菩提橋(上り線)

注記）

1. 本図面は既設設計図書を基に作成しているため、

　 現地にて寸法を確認した上で、施工を行うこと。

2. 現地盤高は現地計測値に基づくものとする。

至仙台
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32873207

A2橋台方向P1橋脚方向 A2橋台方向P1橋脚方向

菩提橋(上り線) はく落防止対策工B詳細図

1-1断面
5-5断面，6-6断面

平面図

下部工（P2橋脚）

3-3断面，4-4断面
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図  示

株式会社　復建技術コンサルタント

図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

菩提橋(上り線)

    はく落防止対策工B詳細図

注記

1)　対策範囲については、現地調査を行い、

　　監督員と協議の上決定すること。

　凡例

：はく落防止対策工

道路端部

市道

4667号線

市道

4667号線

道路端部

4000

H

P2

市道4667号線

75
° 75°

P
1

A
2

縮尺1：150

1 1

4 6

4 6

側面図

2 2
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3

5

5

2-2断面
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9000
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0

1033 982

2900 2900 2900 2900 2300 2300

2)　はく落防止対策工のコンクリート表面処理は、

　　ＷＪによるものとする。
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